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領域 名称・タイトル 参加
人数 日時

精神看護学領域 第1回ケア検討会(CNSの会) 11 令和6年6月20日（木） 19時～21時

精神看護学領域 第2回ケア検討会(CNSの会) 16 令和6年9月19日（木） 19時～21時

精神看護学領域 第3回ケア検討会(CNSの会) 12 令和6年12月19日（木） 19時～21時

精神看護学領域 第4回ケア検討会(CNSの会) 令和7年3月13日（木）予定 19時～21時

精神看護学領域 Ⅱ.交流会 7 令和6年6月1日（土） 19時〜21時

がん看護学
1.ケア検討会

43 令和6年6月8日（土） 13時～15時
第1回”質の高いがん看護実践を検討する会”

がん看護学
1.ケア検討会

39 令和7年1月25日（土） 13時～15時
第２回”質の高いがん看護実践を検討する会”

クリティカルケア看護学 第1回クリティカルケア看護学領域ケア検討会 32 令和6年6月11日（火） 18時30分～20時

クリティカルケア看護学 Ⅰ.ケア検討会 13 令和7年2月13日（木） 18時30分～20時

慢性看護学 Ⅰ.交流会 6 令和6年7月20日（土） 16時30分～18時

母性・助産看護領域 交流会 8 令和6年5月24日（金） 18時30分～20時

母性・助産看護領域 ケア検討会 20 令和6年11月8日（金） 18時30分～20時

地域看護領域 Ⅰ.ケア検討会 32 令和6年6月7日（金） 13時30分～14時30分

地域看護領域 Ⅰ.ケア検討会 25 令和6年6月14日（金） 13時30分～14時30分

地域看護領域 Ⅰ.ケア検討会 29 令和6年7月26日（金） 13時30分～14時30分

地域看護領域 Ⅰ.ケア検討会 18 令和6年8月6日（火） 13時30分～16時30分

地域看護領域 Ⅲ.リカレント教室 42 令和6年5月10日（金） 13時30分～16時30分

地域看護領域 Ⅲ.リカレント教室 18 令和6年11月8日（金） 13時30分～16時30分

地域看護領域 Ⅲ.リカレント教室 33 令和6年12月16日（月） 13時30分～16時30分

地域看護領域 Ⅲ.リカレント教室 28 令和6年12月19日（木） 13時30分～16時30分

地域看護領域 Ⅲ.リカレント教室 22 令和7年2月14日（金） 13時30分～16時30分

地域看護領域 Ⅲ.リカレント教室 令和7年3月7日（金）予定 13時30分～16時30分

在宅看護学 Ⅰ.ケア検討会 14 令和6年7月11日（木） 18時30分～20時30分

在宅看護学 Ⅰ.ケア検討会 21 令和7年2月19日（水） 18時30分～20時30分

在宅看護学 Ⅱ.交流会 7 令和6年8月4日（日） 9時～12時10分

老人看護学 ケア検討会 9 令和6年6月11日（火） 18時30分～20時

看護管理学 第1回ケア検討会 32 令和6年6月14日（金） 18時30分～20時30分

看護管理学 第2回ケア検討会 19 令和6年10月18日（金） 18時30分～20時15分

看護管理学 Ⅱ.リカレント＆交流会 13 令和7年2月9日（日） 13時30分～15時30分

家族看護学 Ⅰ.ケア検討会 18 令和6年10月29日（火） 18時30分～20時30分

家族看護学 第1回リカレント教育 10 令和6年5月28日（火） 18時30分～20時30分

家族看護学 第2回リカレント教育 11 令和6年6月18日（火） 18時30分～20時30分

家族看護学 第3回リカレント教育 10 令和6年7月30日（火） 18時30分～20時30分

家族看護学 第4回リカレント教育 7 令和6年9月17日（火） 18時30分～20時30分

家族看護学 第5回リカレント教育 13 令和6年11月26日（火） 18時30分～20時30分

家族看護学 第6回リカレント教育 — 開催見送り

家族看護学 第7回リカレント教育 — 開催見送り

家族看護学 第8回リカレント教育 令和7年3月4日（火）予定 18時30分～20時30分

小児看護学領域 Ⅱ.交流会 13 令和6年7月21日（日） 14時〜16時

2024年度　看護相談室の日程一覧(２月28日現在　開催予定の人数は空欄)
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２. 社会福祉学部リカレント教育講座

2024 年度 健康長寿研究センター事業
リカレント教育講座 社会福祉学部 × 社会的処方「ようこそ！知のフィールドへ」
運動コミュニティの力とメンタル・ヘルス

社会福祉学部 特任講師　大井 美紀

開催日時	 令和 6年 10 月 5日（土）10 時～ 12 時
開催場所	 高知県立大学池キャンパス　共用棟 2階大講義室
対　　象	 保健・医療・福祉従事者・一般県民・高校生・養成校教員
参加者数	 55 人
教 職 員	 社会福祉学部 教授　長澤 紀美子、講師　大井 美紀、講師　辻 真美、
	 助教　乾 由美（計４人）
学生スタッフ	 事前作業　広報チラシ郵送　社会福祉学部　（計８人）
	 当日運営　社会福祉学部　（計２人）

⑴　事業概要
本講座は、本学部主催で社会福祉専門職や学部卒業生の再教育の場づくりや一般市民・高校生に対して、
本学が取り組んでいる「高知型地域共生社会」への支援について広く啓発することで、関心や理解を深め
てもらうことを目指している。
今年度は、精神障がいを持つ人のリカバリー支援の一つとして、「精神障がい者スポーツや身体表現活
動（ダンス等）」に焦点をあてた。運動は、認知機能に作用することのみならず、不安障害やうつ病等の
リスクを減らすとともに、それらを治療する手段としても、抗うつ剤やセラピーに匹敵する効果が世界的
研究で立証されている。
今年度の本講座の目的は、①精神障がいを持つ人やメンタル・ヘルスの課題を持つ人々が、運動を通し
てリカバリーするプロセスを、実証的研究結果や活動事例を通して説明すること及び、②運動コミュニティ
が、メンタル・ヘルスにおける「社会的処方」の一つであり、私たち（市民の）誰もが、運動コミュニティ
のメンバーや、リンクワーカー的役割が担えることへの気づきを目的とした。

⑵　活動成果
〇第１部 講義の概要：精神障がいを持つ人やメンタル・ヘルスの課題を持つ人々が、運動を通してリ
カバリーするプロセスを、国内外の実証的研究結果や活動事例を通して説明した。また、社会教育や福祉
現場において実施可能な簡単なストレッチやリズム体操の実演を行い参加者とともに楽しく実施した。更
に当日は、音楽療法士の協力を得て、グランドピアノの生演奏も加え音楽と身体表現の魅力についても紹
介した。
〇第 2部 ワ―クショップの概要 ： 「‘ 運動コミュニティ ’ へのつながり方、楽しみ方など」をテーマとし、
高知県内の精神障がい者スポーツチームや、ダンスチーム等のメンバーや代表者の方をゲストとして招聘
した。運動コミュニティは、メンタル・ヘルスにおける「社会的処方」の一つであり、私たち市民の誰も
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が、運動コミュニティのメンバーや、リンクワーカー的役割が担えることに気づき、実践できることを目
指した。講師が 20 年あまり高知県内で活動を続け連携してきたゲストらからも具体的なアドバイス等を
いただいた。

⑶　活動評価
１．広報について：昨年同様、病院関係や地域包括支援センター、高等学校にチラシを送付するととも
に、中四国地域の福祉・介護の職能団体、養成校にまで送付先を拡大させた。また、大学、健康長寿研究
センター及び学部のホームページや高知新聞に掲載し、広く周知できるよう努めた。
さらに今年度は、高知県内の精神保健福祉医療現場に従事する専門職や精神障がい者運動コミュニティ
のメンバー、そのご家族にも個別に参加を呼びかけ、当日の参加につなげることができた。
２．講師によるプログラム構成上の工夫：①講師より、申込み者全員に事前アンケートを配布し、参加
予定者の背景やニーズ等を踏まえ当日のプログラムを構成した。
②国内外の研究成果などを分かりやすく伝えるために映像や実演（講師による実技やピアノ生演奏）、
小学生からの体験談など創意工夫した。
③２部の運動コミュニティの各団体とは、開催までに数回の打ち合わせや発表資料の共同制作を行うな
ど、本テーマの趣旨や参加者ニーズに沿うように努めた。
３．講座後のアンケート結果：参加者は10代～60代まで幅広く、各専門職の他、精神障がい者運動コミュ
ニティのメンバーやご家族、小学生や高校生、小学校教員の参加もあり本講座が広く活用されていること
が伺えた。「とても満足」（57.8％）「満足」（42.2％）という結果からも参加者の満足度は高かったと言える。
自由記載内容からも、本講座の 2つの目的が一定達成できたことが分かる。また各運動コミュニティの代
表者からは、「このような活動発表やつながりの機会を得ることができ、これまでの活動評価や今後の課
題が見えてきた」などのご意見があった。

⑷　講座の様子

①大井先生による講義 ②会場内の様子



高知県立大学健康長寿研究センター 2024 リカレント教育講座 
「参加者アンケート」 

 
開催日時：令和 6 年度 10 月 5 日(土) 
参加者：54 人 
回答者：45 人 
 
Q1 年齢                  Q2 ご職業 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
Q3 講座をお知りになったきっかけ      Q4 本日の講座内容について 

 
Q5 今後、お聞きになりたいテーマについて 
・身近にできる運動療法、音楽療法など   
・運動と心のつながりについて、もっと知りたいと思いました。   
・地域の高齢者へのアプローチ、運動プログラム   
・今回同様、県下で活動されている施設・団体の話が聞ければと思います。   
・一定の団体で行っている活動としての２つの発表は別にして精神障害者のスポーツには疾患だけでなく
そこから派生する二次・三次の障害があり、継続するのに困難がある。そうしたことを取り上げてほしい
が、学部は社会福祉になってしまいますね。   
・摂食障害（拒食症、過食症） 
・ダイエット"   
・スマホ依存・スマホとの付き合い方 
⇒生活のツールとして必要ではあるけれど、思春期の子ども達のスマホの使い方が気になる生活が増えて
いる現状がある。"   
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高知県立大学健康長寿研究センター 2024 リカレント教育講座 
「参加者アンケート」 

 
・精神看護について   
・精神看護について詳しくお聞きしてみたいなと思いました。   
・ダンスセラピーについてもっと聞いてみたいと思いました。   
・今日のようなテーマ  
 
Q6 ご感想、ご意見など 
・立腰については、「こしぼね」という合言葉で授業の始まりと終わりで礼をする時、意識させるようにし
ています。最近、意識がうすれてきていたので、今回のお話を機会に大切であることを広めていこうと思
いました。ありがとうございました。心身の健康づくりのために、いろいろな取り組みが行われているこ
とが分かりました。何か学校内で取り組められるものに、挑戦したいと思いました。   
・大井さんの話をもっと聞きたかった。軽めの動きでも運動する場所には不向き。活動内容が聞けて良か
った。     
・昆虫太極拳、ソーシャルワーク、社交ダンス、KTK、競馬クラブなど、運動の力は、心身ともに元気に
してくれることがわかりました。   
・どの取り組みも健康を意識してぶれずに継続することがとても大切であったと思います。各プログラム
を支えているスタッフの皆様の支援力に感動しました。そこを支えている大井先生に感謝です。ありがと
うございました。   
・スポーツの効果について改めて知る機会となりました。貴重な時間をありがとうございました。  
・日常の仕事の中に活かしていける内容でした。ありがとうございました。   
・とても学びになりました。職場で共有していきたいと思います。恥ずかしながら、活動紹介は知らなか
った活動ばかりで勉強になりました。ありがとうございました。   
・フットサルの話が興味深かった。スポーツをすることで、症状が緩和されたり、他者とのコミュニケー
ションが図れるようになったり…病院で投薬メインの仕事をしている私にとって目からうろこでした。社
交ダンスも良かったです。もっと社会に発信していってほしいです。ピアノのメロディーもあり、アット
ホームな雰囲気で楽しめました。   
・とても充実した内容で楽しく受講させていただきました。ありがとうございました。  
・今日はありがとうございました。笑い、体を動かすなど充実した時間でした。実際の活動内容が聞けて
勉強になりました。   
・自分も運動を通して、健康を保つとともに、他者のサポート活動もしていきたい。  
・運動と脳の密接な関係があることをわかりやすく教えてもらい良かったです。   
・スポーツが自身の健康のために取り組んでいたものが、就労といったステップアップ、他の生活課題に
派生していってるのが分かった。スポーツを通して、その人の考える生活がより豊かになっていることを
知ることができた。     
・二部のスポーツクラブの活動について興味深く聞くことが出来ました。 
・龍馬クラブの内ノ村さん、長く続けているといい事もあり、大変なこともありますね、時代の流れとい
うものもあります。これからも、前向きに頑張ってもらいたいと思いました。 

Ⅳ 高○知県内の医療・健康・福祉専門職者のスキルアップに資する活動　  133 

Wellness and Longevity Research Center Activity Report 2024



高知県立大学健康長寿研究センター 2024 リカレント教育講座 
「参加者アンケート」 

 
・いろいろ学ばさせて頂きました 楽しかったです。   
・身体を動かすと頭がスッキリしました。運動クラブの話を聞いていると、やはり仲間、友人の存在がと
ても大事だなと思いました。本日は楽しい会、ありがとうございました。   
非常に貴重な公演をありがとうございました。私は病気により 7 年間続けていたバレーボールができなく
なり、今回の公演を聞いて自分の体と心の健康のためにもっと病気としんけんに向き合おうと思いました。
本当にありがとうございました。     
・運動の良さをたくさん知り、私は運動不足なので教えてくださった運動のやり方を少しずつ生活に取り
入れ心と体を健康にしていきたいと考えました。   
運動ときくと、みんなができる感じなのかなとか思ったけど、第１部でちょっとした体操をしてみて、「楽
しい」と感じることができました。私も、体を動かすことで、今とは違った見方とか考え方もできると思
うので、ちょっとした体操を毎日取り入れていきたいです。   
"運動は大切と思いつつも生活に流されて取り組めていない現状ですが、体にもメンタルにも良い効果があ
るので、時間を作って何かにチャレンジしたいなと思いました。ありがとうございました。 
・会場が分からず大学内で迷子になっていましたが、学生さんに助けていただき、感謝です。" 
・体を動かすことがたくさんのいいこと（自身の体や周りの人との関わり）につながることが良くわかり
ましたし、健康な人も日常から運動を心がけることも大切だと感じました。この講座をうけることができ
て、とても満足しました(^▽^)   
・運動を通して、人のつながりであったり、その人自身の居場所づくりをしたり、コミュニケーションを
とったり、たくさんの事につながっているんだなと思いました。私たちも日頃から体を動かすことでいい
身体づくりができると思ったので、体を動かしていきたいなと思いました。本日は本当に貴重なお時間を
ありがとうございました。たくさんの学びがあり、楽しかったです。(^▽^)   
・よかったです。もっと当事者の話がききたかったです   
・運動コミュニティのお話良かったです。昆虫太極拳も自宅で続けたいと思いました！！  
・全体的にもう少し時間があるとよかった 
・様々な活動・内容が知る事ができてよかった。お話を頂いてありがとうございます。"  
・大井先生、今日はありがとうございました。スクワットと昆虫太きょくけんがすごくヒットしました！
早速帰ったらやってみます。   
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３. 看護学部公開講座 フィジカルアセスメント研修

看護学部 准教授　中井 寿雄

開催日時	 令和６年８月 17日（土）９時 30 分～ 12 時 30 分
開催場所	 高知県立大学看護学部棟C112
対　　象	 卒後３年目までの看護師
参加者数	 ９人
教 職 員	 看護学部 教授　久保田 聰美、准教授　中井 寿雄、助教　德岡 麻由、助教　宮地 佐和子、

助教　依岡 美里、助教　神家 ひとみ、助教　加藤 昭尚（計７人）
学生スタッフ	 博士前期課程学生（計１人）

⑴　事業概要
本事業の目的は、フィジカルアセスメントの経験不足や自信不足を解消し、基礎知識と技術を再確認・
強化することである。対象は高知県内の卒後３年目までの臨床看護師である。研修内容は、フィジカルア
セスメントに関する講義・グループワーク（55 分）、講師による事例を用いたフィジカルアセスメントデ
モ（10 分）、参加者のフィジカルアセスメント演習（45 分）、聴診演習（15 分）、全体の振り返り（20 分）
だった。
講義の具体的内容は、バイタルサイン測定、循環器系・呼吸器系のフィジカルアセスメントの基本だった。
講義内のグループワークでは、講義・演習で示された観察や基本的手技と、臨床実践との違いについて意
見交換を行った。さらに、病棟ごとの患者の特性に合わせた実践の特徴や基本的知識・技術を振り返るこ
との重要性、課題などを共有した。演習は２グループに分かれ、事例を用いて、患者の観察から報告まで
の一連の流れを２回実践した。講師がチェックリストを用いて観察ポイントをチェックし、それぞれ実践
後に結果をフィードバックした。聴診演習では、日頃、聴診で困っていることについて意見交換し、聴診
部位の確認や異常音の鑑別を実施した。

⑵　活動成果
20 人の募集に対して９人が参加し、アンケートには４人から回答を得た。４人の年齢の平均は 33.8 歳
で全員が女性だった。看護師経験年数は、４人ともに２年目で、このうち２人が、フィジカルアセスメン
ト研修の受講経験があった。現在の勤務病棟は、医療療養病棟２人、一般病棟１人、回復期リハビリテー
ション病棟１人だった。アンケートの回答によると、フィジカルアセスメントの知識や技術を強化できた
と全員が回答した。一方で、下位項目の「異常所見の正しい判断ができた」について、１人があまり思わ
ないと回答した。フィジカルアセスメントの手技は全員が学べたと回答した。
研修に参加した動機を聴取したところ、「上司に勧められたから」「フィジカルアセスメントが苦手だか
ら」「講師を知っていたから」などだった。研修中の受講生の様子として、初対面のメンバーだったにも
かかわらず、演習では協力し合いながら積極的に取り組んでいた。例えば、聴診演習では、背部の聴診方
法など具体的な技術について実践しながら活発な意見交換がされていた。グループワークでは、「他の施
設では異なるやり方をしていることが分かり参考になった」、「いつもと違うと気づくポイントについて学
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ぶことができた」とのコメントが聞かれた。

⑶　活動評価
研修期間中の受講者の主体的な様子やコメント、アンケート結果を考慮すると、臨床におけるフィジカ
ルアセスメントに関する課題に対して、基本的な知識や手技を再確認する機会を提供できた可能性がある。
グループワークによるディスカッションやそれぞれの施設における情報共有は、フィジカルアセスメント
における不安軽減や安心に繋がった可能性が示唆される。
一方で、20 人の募集に対して参加が９人であること、参加の動機が、上司の勧めや講師を知っていた
こととの回答を考慮すると、本研修におけるニーズの再検証が必要である。さらに、終了後アンケートの
回収率の低さについても原因の検討が必要である。

⑷　講座の様子

①講義の様子

③シミュレーターを用いた事例演習 ④シミュレーターでの聴診演習

②講義中のグループワーク
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令和６年度 高知県立大学健康長寿センター
看護学部公開講座

フィジカルアセスメント研修

対 象 県内の卒後3年目までの看護師

内 容 症状アセスメントを中心に事例を用いながら、
講義と参加者同士の質疑応答を通して学びを深めましょう

場 所 高知県立大学 池キャンパス 看護学部棟C112・C110

8/17
令和６年

定 員 20名

看護学部 助教 宮地 佐和子
依岡 美里
加藤 昭尚

講 師

申込方法 参加希望の方は、２次元バーコードにアクセスし、
「申し込みフォーム」に必要事項をご入力ください。

日 時

高知県立大学看護学部：中井寿雄
FAX/TEL：088-847-8576
メールでの問い合わせは２次元バーコードから：

お問合先

申込〆切 ８月８日（木）
＊定員になり次第、締め切らせていただきます。
＊当日の集合場所等のご案内は、
「申し込みフォーム」に入力いただいたメールアドレスにお送りいたします。

ウルクさん

9:30～12:30
（土）
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４. 令和 6 年度新任期行政栄養士研修会（１～２年目）

健康栄養学部 講師　村井 詩子

開催日時	 令和６年６月 18日（火）13 時 30 分～ 16 時
	 令和６年 11月 18 日（月）13 時 30 分～ 16 時
開催場所	 高知県保健衛生総合庁舎
対　　象	 採用１～２年目の行政栄養士
参加者数	 12 人
教 職 員	 健康栄養学部 講師　村井 詩子

⑴　事業概要
少子高齢化や過疎化、核家族化等の進行により、栄養・食生活を取り巻く環境は大きく変化してきてお
り、住民のニーズや地域の健康課題も多様で複雑化している。
行政栄養士においても、こどもから高齢者まで生涯を通じた健康づくりの推進のために、これらの健康
課題に対して求められる役割が大きくなっている。一方で、行政栄養士の業務は、栄養・食生活支援、低
栄養の予防対策、食品衛生管理など、多岐にわたる。また、健康課題の解決や業務を遂行する上で、行政
栄養士には、公衆栄養におけるマネジメント力が求められている。
高知県では平成 31 年３月に「高知県行政栄養士人材育成ガイドライン」を作成し、行政の役割である
成果の見える施策づくりを担える行政栄養士の人材育成を計画的に行っている。本事業は、行政栄養士が、
地域の健康課題や業務上での課題を抽出し、課題解決に向けた取り組みを実施するための評価及び目標設
定を行うために、知識や技術を習得することを目的として行っている。具体的には、高知県健康政策部保
健政策課と連携し、新任期（採用１～２年目）の行政栄養士に対して研修会を開催し、上記の知識や技術
を習得するため、講義や演習を行った。

⑵　活動成果
高知県内で今年度と昨年度に採用された行政栄養士５人を対象として、「高知県行政栄養士人材育成ガ
イドライン」に基づき、年２回の研修会を行った。
前期では、行政栄養士として地域の食環境や食事及び栄養面の課題を整理し、データや現状から改善が
必要な課題を明らかにする知識や技術を習得すること目的として、講義と演習を組み合わせて実施した。
後期では、各受講者が担当する事業に合わせて、地域診断の手法を用いた現状の評価方法と計画立案につ
いて研修を行った。加えて、両研修会とも、事前課題としてパワーポイントを用いた資料作成を提示し、
研修会時に発表を行い、受講者間で助言や意見交換を行った。

⑶　活動評価
研修を通して、公衆栄養マネジメントの考え方に従って、成果や評価を意識して業務に取組み、住民の
栄養改善や地域の健康課題の改善に貢献できる行政栄養士の育成に取り組んでいる。
研修では、「高知県行政栄養士人材育成ガイドライン」に基づき、「①地域の現状を把握し、健康課題を
抽出することができる」と「②課題に対する情報を収集し、整理することができる」を目標として設定した。
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前期では、地域診断の手法について講義や演習を行い各地域のアセスメントを行った。各受講者は、公衆
栄養マネジメントに従い、各受講者の業務における課題の把握や抽出、課題に必要なデータの収集、改善
に向けた課題の優先順位を考え、具体的な目標を設定することができた。後期では、前期で設定した目標
に対する取り組みを事前課題としてまとめて発表した。また、事業計画を立案し、業務上での課題や障壁
等について職種の異なる受講者間で助言や意見交換を行うことで、多角的な視点をもって業務の課題解決
に取り組む機会を得ることができた。

⑷　研修会の様子

①研修会の様子
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５. 中堅期（前期）保健師能力育成研修会

看護学部 准教授　小澤 若菜

開催日時	 令和６年９月 12日（木）13 時 30 分～ 15 時 30 分
	 令和６年 12 月 24 日（火）13 時 30 分～ 16 時
	 令和７年３月６日（木）13 時 30 分～ 16 時（予定）
開催場所	 Web 開催
対　　象	 中堅期前期（経験年数概ね５～ 10 年程度）の保健師
参加者数	 ８人
教 職 員	 看護学部 准教授　小澤 若菜、助教　髙橋 真紀子（計２人）

⑴　事業概要
日頃の保健活動について感じている課題、疑問に思っていること、改善を検討していることを、地区活
動の視点から振り返ることで、「地域全体の健康課題を明確化すること」、「組織や地域住民との情報共有
や合意形成を行い、関係機関・組織団体と協働できること」、「自らの経験を新任期保健師の人材育成にお
いて発揮すること」等の高知県保健師に求められる能力の向上を目指し、高知県健康政策部保健政策課と
協働で企画実施した。

⑵　活動成果
第１回の研修では、中堅期保健師の人材育成における現状と課題について、研修の主旨及び全体の研修
計画について説明を行った。第２回の終了後は、個別支援として、参加者を対象に、教員及び高知県保健
政策課の担当者がコンサルテーションを行い、個々人の研修作成に向けた進捗確認と、課題に対する質問
と相談への対応を行った。

【第１回】
到達目標：日頃の保健活動をとおして、受け持ち地区及び地域の生活集団の特性を根拠としながら、

健康課題を明確にすることができる（現状、課題、目標、目的の明確化）。
日　時：令和６年９月 12 日（木）13 時 30 分～ 15 時 30 分
参加者：８人
内容
▷	 講義①「地区活動の展開について　概論」
▷	 グループワーク
▷	 講義②「地区活動の展開について　各論」
　　　　　・情報収集方法、情報分析の目的
　　　　　・プリシード、プロシードモデルを活用した健康課題の明確化
▷	 まとめ
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【第２回】
到達目標：健康課題の解決に向けた、活動目標、活動方針、活動方法の立案と、これらを踏まえた実

施及び振り返りを行うことができる。
日　時：令和６年 12 月 24 日（火）13 時 30 分～ 16 時
参加者：８人
内容
▷	 講義①「地区活動の展開について　各論」
　　　　　・地区活動計画の立案、実施
　　　　　・評価指標について
▷	 グループワーク
　　　　　・第１回目の成果物の共有
　　　　　・実施計画、評価計画等の方向性
▷	 講義②「プレゼンテーション資料の作成について」

【第３回】
到達目標：地区活動の評価を通して、次年度の改善、向上につながる新たな提案をすることができる。
日　時：令和７年３月６日（木）13 時 30 分～ 16 時（予定）
参加者：８人（予定）
内容（予定）
▷	 発表
▷	 ディスカッション
　　　　　・研修をとおしての学び、気づき
　　　　　・職場で定着させるためにできること　等

⑶　活動評価
今年度は、オンライン形式で研修、グループワーク及び個別のコンサルテーションを行ったため、会場
から遠方の自治体に所属する保健師からも参加希望を得ることができた。前年度は、地区活動の展開に伴
う、研修課題への取り組み方が不明瞭であったため、今年度は、講義内容で、課題の到達内容を具体的に
示すよう工夫した。
なお、第 1回、2回研修で行った事前課題の共有は、発表内容に対する時間設定が短かったため、研修
の終了時間を超過した。
次年度も、職場からの参加がしやすいことから遠隔による研修を企画する。その際、参加者が情報共有
しやすいように時間配分の再構成を行う予定である。



６. 高知県新任期保健師研修会

看護学部 准教授　小澤 若菜

開催日時	 【プリセプター能力育成研修】
	 令和６年５月 10日（金）13 時 30 分～ 16 時 30 分
	 令和７年３月７日（金）14 時 00 分～ 16 時 30 分
	 【１年目研修・個別支援】
	 令和６年８月６日（火）13 時 30 分～ 16 時 30 分
	 令和６年 11月８日（金）13 時 30 分～ 16 時 30 分
	 【２年目研修・地区診断】
	 令和６年６月７日（金）13 時 30 分～ 14 時 30 分
	 令和６年 12 月 16 日（月）13 時 30 分～ 16 時 30 分
	 【３年目研修・PDCAサイクル①】
	 令和６年７月 26日（金）13 時 30 分～ 14 時 30 分
	 令和６年 12 月 19 日（木）13 時 30 分～ 16 時 30 分
	 【４年目研修・PDCAサイクル②】
	 令和６年６月 14日（金）13 時 30 分～ 14 時 30 分
	 令和７年２月 14日（金）13 時 30 分～ 16 時 30 分
開催場所	 高知県保健衛生総合庁舎 1 階大会議室／
	 高知県立大学池キャンパス本部・健康栄養学部棟 2 階 A216 会議室　他
対　　象	 高知県、高知県内の市町村に所属する 1 年目～ 4 年目の保健師
参加者数	 225 人
教 職 員	 看護学部 准教授　小澤 若菜、助教　髙橋 真紀子（計２人）
外部講師	 高知大学医学部看護学科 講師　齋藤 美和 氏（計１人）

⑴　事業概要
高知県新任保健師支援プログラムの一環として、新任期保健師（１年目～４年目）に対する研修会（リ
カレント教育・ケア検討会）を、高知県健康政策部保健政策課と協働で、企画し、実施した。

⑵　活動成果
１年目の保健師を対象とした研修では「個別支援」、２年目の保健師を対象とした研修では「地区診断」、
３年目の保健師を対象とした研修では「PDCAサイクル①」を、４年目の保健師を対象とした研修では
「PDCAサイクル②」をテーマに取り組んだ。令和５年３月に改訂した保健師人材育成マニュアルVer. 3 
. 1 に基づき、新任期保健師に必要な能力を高めるために、集合研修による講義とグループワークを中心
に企画・実施した。
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【第１回プリセプター能力育成研修】
日　時：令和６年５月 10 日（金）13 時 30 分～ 16 時 30 分
参加者：42 人
場　所：高知県立大学池キャンパス本部・健康栄養学部棟２階Ａ 216 会議室
内容
▷　「高知県保健師人材育成ガイドラインVer.3.1」について
　　　　　１）高知県保健師人材育成ガイドラインVer.3.1 の概要
　　　　　２）新任期保健師支援プログラムの活用方法
▷　講義「『新任期保健師支援プログラム』行動目標とは何か」
　　講師：小澤 若菜（看護学部 准教授）
▷　情報交換・グループワーク

＜プリセプター・管理者＞
　　講義「管理者・プリセプターの役割」
　　講師：小澤 若菜（看護学部 准教授）
　　　　　実践報告「新任期保健師人材育成に取り組んでみて」
　　　　　意見交換「管理者・プリセプターの役割、育成方法について」
　　　　　＜新任者＞
　　　　　　情報交換会「保健師として働き始めて」

【第２回プリセプター能力育成研修】
日時：令和 7年 3月 7日（金）14 時 00 分～ 16 時 30 分
　
【１年目研修・個別支援】
●	 第１回新任期保健師研修会
日　時：令和６年８月６日（火）13 時 30 分～ 16 時 30 分
参加者：18 人
場　所：高知県立大学池キャンパス本部・健康栄養学部棟２階Ａ 216 会議室
内容
▷　講義「地区活動の一環としての家庭訪問を考える」
　　講師：髙橋　真紀子（看護学部 助教）
▷　グループワーク
▷　事例の解説・講義「プロセスレコードの書き方」
　　講師：髙橋　真紀子（看護学部 助教）

●	 第２回新任期保健師研修会
日　時：令和６年 11 月８日（金）13 時 30 分～ 16 時 30 分
参加者：18 人
場　所：高知県立大学池キャンパス本部・健康栄養学部棟２階Ａ 216 会議室
内容
▷　高知の保健師のめざす姿
　　講師：酒井　美枝（高知県健康政策部保健政策課　保健推進監）
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▷　グループワーク
▷　まとめの講義
　　講師：小澤 若菜（看護学部 准教授）

【２年目研修・地区診断】
●	 第１回新任期保健師研修会
日　時：令和６年６月７日（金）13 時 30 分～ 14 時 30 分
参加者：32 人
場　所：Web 形式 
内容
▷　講義「地区診断―ありのままの地域をとらえよう―」
　　講師：髙橋　真紀子（看護学部 助教）
▷　講義「ポートフォリオを作ろう！」
　　講師：髙橋　真紀子（看護学部 助教）

●	 第２回新任期保健師研修会
日　時：令和６年 12 月 16 日（月）13 時 30 分～ 16 時 30 分
参加者：33 人
場　所：高知県保健衛生総合庁舎１階大会議室
内容
▷　グループワーク・グループワークまとめ

【３年目研修・PDCAサイクル①】
●	 第１回新任期保健師研修会
日　時：令和６年７月 26 日（金）13 時 30 分～ 14 時 30 分
参加者：29 人
場　所：Web 形式
内容
▷　講義「PDCAサイクルとは何か」
　　講師：小澤 若菜（看護学部 准教授）

●	 第２回新任期保健師研修会
日　時：令和６年 12 月 19 日（木）13 時 30 分～ 16 時 30 分
参加者：28 人
場　所：高知県保健衛生総合庁舎１階大会議室
内容
▷　グループワーク・グループワークまとめ

【４年目研修・PDCAサイクル②】
●	 第１回新任期保健師研修会
日　時：令和６年６月 14 日（金）13 時 30 分～ 14 時 30 分
参加者：25 人
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場　所：Web 形式
内容
▷　講義「PDCAサイクルにおける評価の視点」
　　講師：小澤 若菜（看護学部 准教授）

●	 第２回新任期保健師研修会
日　時：令和７年２月 14 日（金）13 時 30 分～ 16 時 30 分
参加者：22 人
場　所：高知県立大学　本部・健康栄養学部棟 2階A216 会議室
内容
▷　グループワーク

⑶　活動評価
高知県内保健師１年目から４年目までを対象として「個別対応から地域の課題を捉える、個別支援に終
わらず、この問題を集団・地域の課題へと発展させる」ことを目的に、保健師として必要な能力を段階的
に獲得することができるよう、OJTと Off‐ JTを組み合わせたプログラムとして企画・実施した。
参加者は、前期研修終了後、それぞれの自治体で自身が研修で学んだ内容をもとに課題に取り組み、プ
リセプターからの指導や、実践をふまえた課題を整理したのち、後期研修で 1年間の取り組みについて発
表を行った。なお、後期研修では今年度の取り組みが次年度に活かせるように県福祉保健所保健師や教員
からのフィードバックやグルーブでの意見交換を中心に行った。
本研修のグループワーク、講義を通して、個別支援の展開、自己の振り返り、個から地域へ展開する地
域看護の視点、PDCAサイクルに基づく事業展開方法等について、学ぶ機会を提供した。また、研修に
参加できなかった受講者に対しては事前課題に対し書面にてコメントを返すことで、受講生の日々の取り
組みの継続・発展に寄与できるように取り組んだ。本研修は、受講する保健師が、自らの実践活動を整理
して展開できるよう支援し、また各段階に応じた能力を獲得することができるよう展開している。したがっ
て、研修自体を実践活動のひとつとして位置付けることができるよう、受講者個々の現場での経験にもと
づく支援に取り組んだ。
受講者は、プログラムへの参加を通して、自身の保健師活動を振り返る機会となるとともに、必要な知
識や方法論をもとに保健活動の展開方法を学ぶ機会となった。
県民の健康課題の解決に貢献するためにも、今後も引き続き新任期保健師の人材育成に、関係機関と協
働した参画ができるよう考えている。
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Ⅴ　 知県の健康長寿および地域共生社会の調査・研究および社会実装に向けた活動

1.	 ウェルビーイング向上に資する厚生評価に関する研究

健康長寿研究センター 准教授　小林 秀行

開催日時	 通年
開催場所	 津野町
対　　象	 津野町住民
参加者数	 17 人
教 職 員	 健康長寿研究センター 准教授　小林 秀行、看護学部 助教　源田 美香（計２人）
外部講師	 高知県健康政策部在宅療養推進課 主幹　池 香 氏

⑴　事業概要
本学と研究連携協定を締結し、地域共生社会の推進の様々な取り組みを行っている津野町と連携し、地
域共生社会の推進が住民のウェルビーイングをどのように向上させるか評価するために、住民を分析対象
とするデータ分析を実施する。データに基づいて住民のウェルビーイングの実態を捉えて、地域共生社会
の推進が住民の健康と福祉を向上させ、安心して住み続けることができる地域を築く上で有効であること
を評価するとともに、地域共生社会推進のための実効的な支援策を提言する。

⑵　活動成果
前年度に本事業で同町内にて実施した調査結果ならびに町より提供を受けた日常生活圏域ニーズ調査の
分析を行ったところ、以下の事項が明らかになった。
① 65 歳以上住民の町内における社会的活動への参加率は他自治体より高く、町内における活動の選択機
会は、男性では 85 歳以上になっても豊かに保たれている。
②社会的活動に定期的に参加することは、体力の程度によらず、主観的健康感や幸福度の向上に効果が
ある。
③ふだんの活動（日常の手仕事、作業、趣味、楽しみ）を続けることは、体力や身の回りの管理機能の
程度によらず、自分らしい暮らしや充実した生活を実現する上で効果的である。
④町内には血縁に拠らない助け合い関係があり、困りごとの相談や看病が住民相互間でなされている。
助け合い関係はケアの受け手のみならず支え手の主観的健康感や幸福度を高める効果がある。
分析結果は町の保健・介護関連職員に報告・共有し、職員の取り組みを評価する具体的指標となるとの
評価を得られた。

⑶　活動評価
町が有するデータの提供を受け大学において分析することにより、行政担当者とは異なる観点からの分
析結果を提供することができた。また、前年度本事業における集落での住民との活動を踏まえ、当該地域
住民の特性に応じた視点から分析を進め、地域における住民の厚生評価として有用な結果を得ることがで
きた。
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⑷　講分析結果

①社会活動の選択機会 ②自分らしい暮らしの充実した生活への効果
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２.	健康長寿研究のためのロジスティクス

健康長寿研究センター長　久保田　聰美

⑴　事業概要
健康長寿研究センターでは、健康測定機器を用いた県民への健康啓発活動や、教育研究活動に利用して
いただくために機器の貸出を行っている。

【健康長寿研究センター　貸出可能配備機器（参考）】

機器名称 メーカー 台数 消耗品等

1

らくらくウェルネス
（血管年齢・脳年齢測定） ウェルアップ 1

結果印刷用プリンター エプソン
（型番：EP879AW） 1 プリント用紙（A4）

トナー

2 ストレス測定器 ウェルアップ 1

3 唾液アミラーゼ
モニター ニプロ 5 唾液アミラーゼチップ

（20本入り：4000 円程度）

4 握力測定器 トーエイライト 2

5 ブレインプロ（PC含む） 1

6 手動身長計付き体組成計 タニタ 1 昇降補助手すり・スタンド

7 簡易血中乳酸測定器 アークレイ 2 乳酸キットが必要

8 物忘れ防止プログラム 1

9 全自動身長体重計 AND 1

⑵　活動成果
今年度は研究活動のために１件（全自動身長体重計１台）の貸出を行い、研究推進のためのロジスティ
クスとしての機能を果たした。
〇　研究者：看護学部 教授　立木 隆広
本事業は、フレイル予防のための基盤となるエビデンスを創出するための疫学研究である。
世界的に高齢化が進む現代、フレイルは最も重要な健康問題の一つとなっている。近年、フレイルは、
身体的フレイルのみならず多面的な（身体的、精神的・心理的、社会的）フレイル（Multidimensional 
frailty）として捉える考えが浸透してきている。また、生活習慣の悪化は、フレイルのリスク要因として

Ⅴ 高○知県の健康長寿および地域共生社会の調査・研究および社会実装に向けた活動　  149 

Wellness and Longevity Research Center Activity Report 2024



注目されている。しかし、生活習慣と Multidimensional frailty の間の関連を明らかにしたエビデンスは
不足している。そこで、本研究の目的を、地域在住日本人における、生活習慣と Multidimensional frailty 
との間の関連を明らかにし、この結果を基に新たなフレイル予防の立案を行うこととして、疫学調査を実
施している。
この調査で、健康長寿研究センターの配備機器である全自動身長体重計を借用し身体計測を行った。身
体計測では、身長、体重、BMI を測定した。ここで得た身長は、体組成測定にも利用された。

【事業概要】

　　開催日時	 ①令和６年６月 29 日（土）～ 30 日（日）９時～ 17 時
	 ②令和６年 12 月７日（土）～ 10 日（火）９時～ 18 時
　　開催場所	 ①高知ぢばさんセンター多目的ホール
	 ②高知県立大学永国寺キャンパス地域連携棟 2 階
　　対　　象	 高知市の 40 歳以上の地域在住者
　　参加者数	 ① 35 人、② 164 人
　　教 職 員	 看護学部 教授 立木 隆広、准教授 小澤 若葉、助教 高橋 真紀子、助教 中井 あい
	 助教 加藤 昭尚／健康栄養学部 准教授 島田 郁子
　　学生スタッフ	 ①看護学研究科４人、看護学部２人、健康栄養学部３人
	 ②看護研学究科１人、人間生活学研究科１人、看護学部６人

【活動成果】
フレイル予防のための疫学研究において、高知市の 40 歳以上の地域在住者を対象に疫学調査を２回
行った。調査に参加した対象者は 199 人であった。結果指標としてのフレイル、説明指標としての生活
習慣を把握することができた。２回目の調査が 12 月に実施され、今年度分の解析を現在行っている。
借用した全自動身長体重計を使用することで、身体計測を円滑に行うことができた。

【活動評価】
令和６年度では、延べ６日間で 199 人の対象者を調査することができた。調査日数を考えると必ずし
も少なくない対象者数である。しかし、目標サンプルサイズにはまだ届いていないため、来年度も調査を
継続し調査参加対象者数を増やした後、解析を行う必要がある。

150  Ⅴ 高○知県の健康長寿および地域共生社会の調査・研究および社会実装に向けた活動



Ⅵ 高○知県の地域共生社会に携わるリンクワーカーの育成に関する活動　  151 

Wellness and Longevity Research Center Activity Report 2024

Ⅵ　 知県の地域共生社会に携わるリンクワーカーの育成に関する活動

1.	 高知市三里地区サロン活動の継続支援プロジェクト
　　～参加者の主体性を大切にしながら健康づくりを応援する～

開催日時	 ①令和６年７月９日（火）13 時 30 分～ 15 時
	 ②令和６年９月 10 日（火）13 時 30 分～ 15 時 30 分
	 ③令和６年 10 月８日（火）13 時 30 分～ 15 時
開催場所	 ①三里文化会館
	 ②高知県立大学池キャンパス
	 ③船倉避難センター
対　　象	 三里地区サロンのリーダー及び次世代のリーダー
参加者数	 148 人
教 職 員	 社会福祉学部 講師　辻 真美（①②③）、助教　乾 由美（①②③）
	 事務局　由比 由紀（①③）、高芝 有美（①③）、谷 映美（①）、
	 森田 吹生（①②）、福重 彩音（①②）、松下 哲子（①②）（計 8人）
外部講師	 地域：三里地域包括支援センター、高知市社会福祉協議会、高知市役所地域防災推進課、

さんすい防災研究所　山﨑 水紀夫 氏
学生スタッフ	 社会福祉学部　25 人

⑴　事業概要
【背景】
介護予防の取り組みとして 2002 年より、高知市で始まった「いきいき百歳体操（以下、体操）」は、今
年で 22 年目を迎える。体操は、高知市の高齢者が集うサロン会場で取り組まれており、サロン活動は介
護予防だけではなく、地域で暮す高齢者にとって大切な居場所や他者との交流の場となっている。令和４
年度の健康長寿研究センター事業の活動の一つとして、池キャンパスの近隣の三里地区の２会場にて転倒
予防体操教室を実施した。この２会場では、コロナ禍で閉じこもりになりがちな高齢者のフレイル予防に
取り入れてもらうために、健康長寿研究センターが作成した「第一弾おうちで健康長寿体験型セミナー転
倒予防体操編」の動画体操の中に取り入れて活動されている。本教室を実施するにあたり、三里地域包括
支援センターの生活支援コーディネーターや住民から現状についての意見を収集することで、コロナの感
染流行や住民の高齢化により、参加者の減少やリーダーの後継者不足、活動のマンネリ化で、今後、活動
の減退や停止のおそれがあるなど、現状の課題が把握された。また、現リーダーが積極的に活動をサポー
トされており、安全で継続的に行える新たな体操メニューを取り入れたい意向があることも分かった。

【目的】
本事業をとおして、リーダー間の情報共有、サロンを超えた交流を行うことで、住民同士の日常的なつ
ながりや、活動を支援、継続していくためのリンクワーカーを育成し、三里地域活動の活性化を行う。ま
た、南海トラフ地震の津波浸水予測で、浸水が想定されている地域住民からは、転倒予防体操により足腰
を鍛えることで、非常時に「逃げる足」をつくることも大切という声があった。そこで、今年度より新た
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に災害時の備えも取り入れ、本学で実施している防災研修の一部に参加いただき、施設を利用することで、
高知市の指定避難場所である池キャンパスを身近に感じられることで、平時より住民間及び大学とのつな
がりをつくる。また、本学学生にも参加を促し、住民が暮らす生活の場に触れることで、住民の生活への
想いや地域課題を学ぶことができ、将来、住民の視点に立ち支援ができる専門職になることを目的とする。

⑵　活動成果
三里地区サロン活動の継続に向けて、以下の活動内容を３回実施した。

①７月９日（火）三里文化会館
〇講演「将来の自分に投資！！今からコツコツ貯金ライフ」
　　・いきいき百歳体操サロンの活動紹介
　　・高齢者の転倒リスク
　　・筋肉と脱水について
　　・体操の効果と気をつけておきたいこと
　　・体操前の体調チェック
②９月 10 日（火）高知県立大学池キャンパス
〇講演「“いざ ” という時の貯筋の大切さについて」
　　・周囲の人と話し合い、避難場所を決めておこう！
　　・“いざ ” という時、皆で逃げるための貯筋の大切さ
　　・体操前の心構えと体調チェック
〇個人とペア、レクリエーションによる転倒予防体操
　　・手作り新聞棒を使った体操
　　・三里地区別対抗新聞足漕ゲーム
〇災害食試食（第５回事務局職員災害対応能力強化研修）
　　・パッククッキング試食
　　・資料を配布し、作り方の説明、質疑応答
〇指定避難所である体育館での避難所体験（第５回事務局職員災害対応能力強化研修）
　　・受付、段ボールトイレ・ベット、簡易テント、車中泊の紹介
③ 10 月８日（火）船倉避難センター
〇学生と一緒に新聞棒づくり
〇講演「いきいき百歳体操三里交流会」
　　・体操の効果と気をつけておきたいこと
　　・体操前の体調チェック
〇レクリエーション
　　・ボール体操
　　・チーム別対抗新聞足漕ゲーム
〇交流会（グループワーク）

・テーマとして、会場別の取組み紹介、私の自慢できること、いきいき百歳体操で課題に感じてい
ること等

・学生がファシリテーターと各グループの発表を担当
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（3）活動評価
①７月９日（火）　三里文化会館（参加者数 68 人）
　〇アンケート結果

　

〇自由記述
　・マンネリ化していますので、変わった体操をよろしくお願いします。
　・新聞棒体操を参考に家で行います。この暑い夏を乗り越えることができると思います。
　・ミニゲームが他の地域の方と知り合いになるキッカケになった。
　・時間もちょうどで楽しくできました。地域の皆にも伝えていきたいと思いました。

三⾥地区サロン（三⾥⽂化会館）「参加者アンケート」 

開催⽇時：令和 6 年度 7 ⽉ 9 ⽇(⽕) 
参加者：59 ⼈ 
回答者：59 ⼈ 

Q1 あなたの性別を教えてください。 Q2 あなたの年齢を教えてください。 

Q3 セミナーの内容はいかがでしたか。 Q4 今回の体験型セミナーはどのような⽅法で
知りましたか？ 

Q5 今後、どのような内容、テーマの教室に参加したいですか？その他ご意⾒等あればお聞か 
せください。 

・家で少しでも体を動かしたかった。
・楽しく運動ができて⼤変良かったです。また、参加したいと思っております。
・⼤変楽しくうれしかったです。
・特にテーマを決めなくても、今⽇の様な形で⼗分楽しめましたし、勉強になりました。⼜、よ

ろしくお願いします。



154  Ⅵ 高○知県の地域共生社会に携わるリンクワーカーの育成に関する活動

②９月 10 日（火）高知県立大学池キャンパス（参加者数 36 人）
　〇アンケート結果

　〇自由記述
　　・大学が避難所になっているとは知らなかったので、良かったです。
　　・災害の講座に初めて参加しました。帰って家族と話し合いたいと思いました。
　　　話を聞いて少し気持ちが楽になりました。

三⾥地区サロン（⾼知県⽴⼤学）「参加者アンケート」 

開催⽇時：令和 6 年度 9 ⽉ 10 ⽇(⽕) 
参加者：25 ⼈ 
回答者：23 ⼈ 
 
Q1 あなたの性別を教えてください。    Q2 あなたの年齢を教えてください。 
                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q3 今回の体験型セミナーはどのような   Q5 転倒予防講座の内容はいかがでしたか。 
⽅法で知りましたか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q6 災害⾷試⾷（パッククッキング）    Q7 避難所体験の内容はいかがでしたか。 

の内容はいかがでしたか。  
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　　・今回習った以外のパッククッキングの色々な調理方法を知りたいです。
　　・見学出来て勉強になりました。体育館で体験もでき、夏の暑さを意識することができたこと
　　　がとても良かったです。

③ 10 月８日（火）船倉避難センター（参加者数 44 人）
　〇アンケート結果

三⾥地区サロン（船倉避難センター）「参加者アンケート」 

開催⽇時：令和 6 年度 9 ⽉ 10 ⽇(⽕) 
参加者：25 ⼈ 
回答者：23 ⼈ 
 
Q1-① あなたの性別を教えてください。    Q1-② あなたの年齢を教えてください。 
                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q2 今回の体験型セミナーはどのような   Q3-① 講義（体操の効果等）の内容はいかが 
⽅法で知りましたか？               でしたか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q3-② レクリエーション（⾜漕ぎ・ボール等）の内容はいかがでしたか？ 
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　〇自由記述
　　・とても有意義な交流会ありがとうございました。
　　・他の地域の事が聞けてよかった。楽しい一日でした。
　　・地域との交流をもっと進めたい。
　　・各体操会場の内容が聞けた事はとても参考になりました。
　　・身体を動かして、人と会話をしてリフレッシュをした。
　　・ゲームが大変楽しく良き運動になりました。
　　・とても楽しい時間でした。皆さんの日々の生活が参考になりました。

（4）サロン活動の様子　

①講演の様子（三里文化会館）

③新聞足漕ぎゲーム（高知県立大学）

⑤災害食試食の様子（高知県立大学）

②新聞棒体操（三里文化会館）

④学生スタッフと三里地域の方々（高知県立大学）

⑥体育館での避難所体験（高知県立大学）
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⑦車での避難所体験（高知県立大学） ⑧ボール体操（舟倉避難センター）



日時：7月9日(火) 午後1時30分～３時(受付1時～) 定員７０名
会場：三里文化会館（高知市仁井田1652-1）

教室

日時：9月10日(火) 午後1時３０分～３時３０分(受付1時～) 定員５０名
会場：高知県立大学池キャンパス（高知市池2751-1）

教室

高知県立大学健康長寿研究センター令和６年度高知市三里地区サロン活動継続支援プロジェクト
【高知市社会福祉協議会・三里地域包括支援センター・高知県立大学】

日時：10月8日(火) 午後1時３０分～３時(受付1時～) 定員３０名
会場：舟倉避難センター（高知市仁井田１６４６−１４）

教室

～いきいき百歳体操応援プロジェクト～

三里地域のみなさん、
新聞棒を使って
無理なく・楽しく♪
体を動かしましょう

将来の自分に投資!!
今からコツコツ貯筋ライフ

高知市三里地域包括支援センター
TEL 847-7200 FAX 847-7210

お申込・お問合せ先 お申込はうら面

持ち物
飲料､タオル ・座学＋体操～個人、ペアでできる転倒予防体操～

・座学＋体操～個人、ペアでできる転倒予防体操～
・パッククッキング試食
・避難所体験(段ボールトイレ・簡易テント・段ボールベット・車中泊の紹介等)

・座学＋体操～個人、ペアでできる転倒予防体操～
・交流会＋新聞棒づくり

持ち物
飲料､タオル
室内履き

持ち物
飲料､タオル
室内履き
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Ⅶ　健康長寿に係る研究等一覧

⑴　事業概要
健康長寿に係る研究や、学会発表等をここに示す。

⑵　活動成果
　　【学会発表・シンポジウム等】

1.	 第 83 回日本公衆衛生学会総会 (2024.10.29)；札幌市
「小中学生の夜更かしと生活習慣病予防健診の健診データの関連」
健康長寿研究センター 准教授　小林 秀行、看護学部 助教　田之頭 恵里、德岡 真由

2.	 第 83 回日本公衆衛生学会総会 (2024.10.30)；札幌市
「中山間地域住民の社会的活動参加による 主観的健康感と幸福度向上への効果」
健康長寿研究センター 准教授　小林 秀行

3.	 第 44 回日本看護科学学会学術集会 (2024.12.7)；熊本市
「小中学生の生活習慣病予防健診データと幸福度の関連」
健康長寿研究センター 准教授　小林 秀行、看護学部 助教　田之頭 恵里、德岡 真由

4.	 公共選択学会第 28 回大会 (2024.12.15)；同志社大学
「中山間地域高齢者における社会とのケア関係とウェル・ビーイング向上との関連」
健康長寿研究センター 准教授　小林 秀行、看護学部 助教　源田 美香

5.	 第 70 回四国公衆衛生学会総会 (2025.2.7)；松山市
「中山間地域高齢者の自分らしい暮らしの実現」
健康長寿研究センター 准教授　小林 秀行

6.	 公益財団法人生協総合研究所 2024 年度公開研究会 (2025.3.14)；東京都
「子どもの社会経済的状況が発育不良や不健康リスクに及ぼす影響～健診データと健康行動国際指標と
の関連の検討」
健康長寿研究センター 准教授　小林 秀行、看護学部 助教　田之頭 恵里、德岡 真由

　　【研究論文】
1.	 新人訪問看護師対象フィジカルアセスメント学習で活用するシミュレーショントレーニングシナリオの開	
　　  発：発熱している高齢在宅療養者の対応／日本看護シミュレーションラーニング学会誌 ,2(0),30-38,2024
　山本 かよ , 小原 弘子 , 森下 幸子
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Ⅷ　付録

１．高知県立大学健康長寿研究センター規程

（目的）
第１条　この規程は、高知県公立大学法人高知県立大学組織規程（以下、「組織規程」という。）第２条に
基づき、本学における地域の人々の健康長寿の推進及び健康長寿社会の構築に貢献する専門職者の最新
の知識・技術の向上に努めるとともに、これらの研究を関連学部等が連携して円滑に推進するため設置
する、高知県立大学健康長寿研究センター（以下「センター」という。）の組織及び管理運営について
必要な事項を定める。

（所掌事項）
第２条　センターは次の各号に掲げる事項を実施する。
　　（１）健康長寿社会を推進する調査・研究及び社会実装の提案に関すること
　　（２）健康長寿を目指す県・市町村との連携に関すること
　　（３）医療機関・社会福祉施設などの健康長寿に関連する機関との連携に関すること
　　（４）健康長寿に携わる専門職等の教育・研修に関すること
　　（５）地域共生社会の実現に係る施策・事業の科学的評価に関すること
　　（６）地域共生社会に携わるリンクワーカーの育成に関すること
　　（７）その他学長が必要と認めた事項に関すること
（組織）
第３条　センターは、次の各号に掲げる教職員（以下「センター員」という。）をもって構成する。
　　（１）センター長
　　（２）健康長寿の教育研究に従事している関連学部から選出された教員各２名
　　（３）地域連携部健康長寿研究センター担当職員から１名
　　（４）その他センター長が必要と認めた者
（センター長等）
第４条　センターにセンター長のほか副センター長を置く。
２　センター長は、組織規程第６条に定める業務のほか、第５条に定めるセンター運営会議（以下「運営
会議」という。）の委員長を務める。
３　副センター長は、前条第２号のセンター員の中からセンター長が指名する。
４　副センター長は、センター長を補佐し、センター長に事故あるときは、その職務を代行する。
（センター運営委員会）
第５条　センターの円滑な業務の推進及び連絡・調整に関する事項を協議するため運営会議を設置し、必
要に応じて運営会議を開催する。
２　運営会議は、センター長が招集する。
３　運営会議は、第３条第１号から第４号までのセンター員で構成する。
４　運営会議の議長は、センター長が務める。
５　運営会議は、構成員の過半数の出席がなければ開くことができない。
６　会議の議事は、出席した構成員（議長を除く）の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決
するところによる。
７　運営会議は、センターが行った活動内容を自己点検・評価しなければならない。
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（任期）
第６条　第３条第２号のセンター員の任期は、２年とする。
２　第３条第２号のセンター員は、再任することができる。
３　第３条第２号のセンター員に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。
（事務）
第７条　センターに関する事務は、地域連携部において処理する。
（雑則）
第８条　この規程に定めるもののほか、センターの運営に関する必要な事項は別に定める。

附　則
１　この規程は、平成２３年４月１日から施行する。
２　ただし、高知県立大学の最初の健康長寿センター長の任期は、平成 24 年 3 月 31 日までとする。

附　則
　この規程は、平成 26 年３月 26 日から施行する。

附　則
　この規程は、平成 27 年４月１日から施行する。

附　則
　この規程は、令和２年４月１日から施行する。　

附　則
　この規程は、令和３年４月１日から施行する。

附　則
　この規程は、令和６年４月１日から施行する。
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２．令和６年度健康長寿センター運営委員会実施状況
（開催場所：高知県立大学池キャンパス）

・第 1 回　健康長寿研究センター運営会議	 日時：令和 6年 4月 22 日（月）　10 時 30 分～ 11 時 50 分
・第 2 回　健康長寿研究センター運営会議	 日時：令和 6年 5月 27 日（月）　10 時 30 分～ 11 時 30 分
・第 3 回　健康長寿研究センター運営会議	 日時：令和 6年 6月 24 日（月）　10 時 30 分～ 11 時 50 分
・第 4 回　健康長寿研究センター運営会議	 日時：令和 6年 7月 29 日（月）　10 時 30 分～ 11 時 30 分
・第 5 回　健康長寿研究センター運営会議	 日時：令和 6年 8月 28 日（水）　メール審議
・第 6 回　健康長寿研究センター運営会議	 日時：令和 6年 9月 30 日（月）　10 時 30 分～ 11 時 50 分
・第 7 回　健康長寿研究センター運営会議	 日時：令和 6年 10 月 28 日（月）　10 時 30 分～ 11 時 20 分
・第 8 回　健康長寿研究センター運営会議	 日時：令和 6年 11 月 25 日（月）　10 時 30 分～ 10 時 55 分
・第 9 回　健康長寿研究センター運営会議	 未実施 
・第 10 回　健康長寿研究センター運営会議	 日時：令和 7年 1月 27 日（月）　 10 時 30 分～ 12 時
・第 11 回　健康長寿研究センター運営会議	 日時：令和 7年 2月 17 日（月） 　10 時 30 分～ 11 時 45 分
・第 12 回　健康長寿研究センター運営会議	 日時：令和 7年 3月（予定）

３．名簿（令和６年度）

委　員
健康長寿研究センター長	 久保田　聰　美
健康長寿研究副センター長	 小　林　秀　行
看護学部　　　准教授	 中　井　寿　雄
看護学部　　　助教	 德　岡　麻　由
社会福祉学部　講師	 辻　　　真　美
社会福祉学部　助教	 乾　　　由　美
健康栄養学部　教授	 近　藤　美　樹
健康栄養学部　助教	 隅　田　有公子
看護学部　特任教授
（寄附講座、入退院、糖尿の３事業スーパーバイザー）	 森　下　安　子
看護学部　准教授
（寄附講座、入退院、糖尿３事業学内責任者）	 森　下　幸　子
看護学部　特任助教（寄附講座）	 井　上　加奈子
看護学部　特任助手（入退院）	 横　川　奈　知
企画調整課課長	 三　本　雅　宣

事務局
企画調整課	 谷　　　映　美
企画調整課	 中　澤　雄　也
企画調整課	 森　田　吹　生
企画調整課	 松　下　哲　子
企画調整課	 福　重　彩　音
企画調整課	 千　頭　小百合


